
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あおば９月 
            

 

 

                                       

 

 

 

 

「笑いと健康」 

 

令和 3 年 

9 月号 

介護老人保健施設 

デンマークイン若葉台 

発行責任者 

広報委員会 

青い空、白い雲、すがすがしい秋風が心地よい季節となりましたが、皆様如何お過ごしでしょ

うか。介護支援センターゆい若葉台、ケアマネジャーの髙村です。 

 今、先の見えないコロナ禍での生活も長きにわたり、心も体も疲弊し、どうしても物事を良い

方向に考えることが難しくなってしまっているのではないでしょうか。 

しかし、そんな中で少しでも明るく楽しくそして元気に過ごしていきたいと思い、今回は笑う

ことで得られる効果があるということをテーマにしてみました。 

「笑い」の効果には下記のようなものがあるそうです。 

① 免疫力のアップ 

② 不安や痛みの軽減 

③ 血行促進 

④ 血糖値、血圧の上昇の抑制 

⑤ 自律神経のバランスが整う 

⑥ 脳のはたらきの活性化を促す 

例えば、不安や怒りなどのネガティブなストレスによって血糖値は増加するといわれていま

す。糖尿病の方にご飯を食べた後、面白みのない講義と面白い漫才を聞いてもらい、血糖値を図

るという実験がされたそうです。単調な講義後に血糖値を図った場合と、漫才を見て大笑いした

後に血糖値を図った場合では随分と上昇数値が違ったそうです。この実験からも笑うことで血糖

値の改善が見込めることが明らかになったそうです。 

でも、「笑う」といってもねぇ、と悩んでしまうこともあるかもしれません。そんな時にはデン

マークイン若葉台へお越しください。専門のリハビリスタッフの方、熟練された介護スタッフの

方が温かく皆様を迎えて下さいます。一人ひとりのご利用者様と「笑い」の交流を通して、心と

体の健康と免疫力の増加を作っていきませんか。私たちケアマネジャーがそのお手伝いをさせて

頂きます。 

 

ちなみに、私は「吉本新喜劇」をみては大笑いをしています。（(´∀｀)） 

 

介護支援センターゆい若葉台  

ケアマネジャー  髙村恵子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レシピ集 

今月の予定 

14 日（火）  誕生会  

16 日（木）  敬老会（3，4 階） 

17 日（金）  敬老会（5，6 階） 

 

～職員のつぶやき～ 

秋と言えば食欲や芸術、読書など様々です。今回は読書の秋ということ

で、私の好きな時代小説家、藤沢周平をご紹介したいと思います。 

彼の作品には「海坂藩」という地名が頻繁に登場します。これは彼の出

生地である山形県鶴岡市がモデルとされています。また主人公が剣術の道

場に通っていて、その中でも屈指の強さであることが多く見られます。 

さて、藤沢周平の代表作と言える「蟬しぐれ」が私は特に好きで、眼下

に広がるかのような情景描写や登場人物たちの生きざま、どうしようもな

い身分関係からの苦しみや悩みなど、読み始めると止まりません。 

また彼の作品で「春秋山伏記」というものがあり、 

これは山形県の羽黒山で修業をする山伏が主人公で 

あり、作中の登場人物の台詞は全て庄内弁で記され 

ています。私は母が山形県出身のため幼少より聞き 

馴染んでいますが、慣れない人には読みにくいかも 

知れません。それを承知でこの作品をお薦めするのも 

また一興と言えるのではないでしょうか（介護科 小島） 

今年の十五夜は 9月 21日（火）です。 


